
1© 2020 Daiwa House Industry Co., Ltd. All rights reserved.

残価保証提案書を使う
・ HLP業務⽀援システムから送られてきたメールを確認する
・ 残価保証提案書の中にある条件設定画⾯で条件を⼊⼒する
・ お客様提案シートを使って商談をする

「残価保証提案書」使い⽅ガイド
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残価保証提案書を使う ①

①HLP業務⽀援システムから送られてきたメールを確認する

残価保証提案書

発⾏申込書残価設定型住宅ローン
利⽤適合住宅証明書
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残価保証提案書を使う ②

②残価保証提案書の中にある条件設定画⾯で条件を⼊⼒する

⼀般住宅ローンを利⽤する場合も「⽇本住宅ローン」か「楽天銀⾏」を設定して
変動⾦利を選択して下さい。

フラット利⽤でなければ設定不要です。

希望借⼊期間を⽉数で設定して下さい。

お客様の年齢を設定して下さい。
希望する残価設定年齢を設定して下さい。

⼟地有り（建替え）の場合は「⼟地あり」に設定を変更して下さい。
⾃⼰資⾦を具体的に⼊⼒する場合は「⾃⼰資⾦額」に設定を変更して下さい。

「⾃⼰資⾦額」にした場合、⾃⼰資⾦額を具体的に⼊⼒して下さい。

⼀般住宅ローン利⽤の場合で任意の⾦利で計算する場合は「変更する」と
設定して⾦利の欄に適⽤⾦利を⼊⼒して下さい。

※2024年12⽉現在 ⾦利は変動となります。

諸費⽤を変更する場合はここで増減して下さい。

お客様のお名前を⼊⼒して下さい。
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残価保証提案書を使う ③

③お客様提案シートを使って商談をする
条件設定画⾯で設定した条件でお客様シートは⾃動計算されます。

【例】
資⾦計画6,398万円
⾃⼰資⾦ 398万円
借⼊額6,000万円
期間35年
借⼊時35歳
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③残価設定⽉におけるJTIの買取保証⾦額です。

②査定時の諸費⽤⾦額です。変更する場合は
「諸経費の増減値」で調整可能です。

④50年後におけるJTIの買取保証⾦額です。
最終据置元本はJTIの査定により決まります。

⑤正確な残価設定⽉が到来するタイミングです。条件設定画⾯の数字を元に⾃
動計算されます。
    融資実⾏後にローンを繰り上げ返済することで前倒しすることも可能です。

 変動⾦利の場合、⾦利が上昇することで残価設定⽉が遅くなることがあります。
 ⼀般住宅ローン利⽤の場合は「⾦利を変更してシュミレーションを⾏う」の項⽬で
任意の⾦利を⼊⼒してください。

③
④

⑥借⼊してから35年後（ローンを完済したタイミング）における返済総額の差額で
す。35歳の⽅であれば70歳時点で抑えられているローンの⽀出となります。

⑦借⼊してから50年後における返済総額の差額です。これ以降の返済は最終据
置元⾦の⾦利のみの⽀払いへと移ります。

⑧当初の⽉々返済⾦額を100％とした時に返
済⾦額が38％に軽減されるという意味です。

⑨条件設定画⾯で残価設定年齢を指定することが出来ます。
基本プランよりも後に設定した場合→新型RM時の返済額が低くなります。
基本プランよりも前に設定した場合→当初ローンの返済期間が短縮され⽉々返
済額が⾼くなります。
基本プランよりも前に希望する場合は⑤の通りローンを繰り上げ返済することで残
価設定⽉を前倒しすることも可能です。

⑩通常の住宅ローン
元本➕⾦利の⽀払い

⑪新型リバースモーゲージ
少額の元本➕⾦利の⽀払い

⑫リバースモーゲージ
⾦利の⽀払い

①査定時の⼟地、建物価格です。


